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はじめに 

 

ミヤマツヤセイボウPhiloctetes monticola (Tsuneki, 1975) は，

ハチ目セイボウ科に属するハチ類である．体色は緑色から青

緑色の金属光沢を有し，体長は6-8mm程度である．頭部，胸

部に点刻があり，胸部盾板の中胸背縦斜溝に沿って大点刻が

見られる．本種の属するPhiloctetesは国内で2種知られるが，

中胸背縦斜溝に沿う大点刻の点刻間は平滑であること，腹部

末端は丸みを帯び，1対の突起がないことで他種と識別できる

（寺山・須田，2016）． 

本種は北海道，本州（青森，山形，福井，新潟，神奈川，

岐阜の各県）から記録されている（羽田ほか，2005；春日，

2016；木野田ほか，2005；長瀬，2006，2016；Tsuneki, 1975）．

埼玉県内におけるセイボウ科の記録は，南部（1998）にまと

められているが本種は含まれていない． 

セイボウ科に属するハチ類は，他の昆虫類への寄生者であ

ることが知られるが，本種は全国的に稀な種で知見は少なく，

寄主など生態的に未解明なところが多い． 

筆者は今回，埼玉県大里郡寄居町藤田の荒川河川敷にて，

県初記録となる本種を採集し，産卵行動を観察したので報告

する． 

 

採集記録 

 

2♀，埼玉県大里郡寄居町藤田（河川敷）（36°06'50.6"N，

139°15'01.6"E，標高84m），14. V. 2016.，半田宏伸 採集，標

本番号SMNH-In25020（図1），SMNH-In25021． 

1♀，埼玉県大里郡寄居町藤田（河川敷）（前述と同所），22. 

V. 2016.，半田宏伸 採集，標本番号SMNH-In25022． 

なお、標本はすべて埼玉県立自然の博物館に収蔵されてい

る。 

 

産卵の記録 

 

クワの葉に飛来した本種を観察したところ，葉の裏面に見

られたクワキジラミAnomoneura mori Schwarz, 1896の幼虫に

産卵する行動が見られた．より詳しく産卵行動を観察するた

め，ミヤマツヤセイボウ 1 個体とクワキジラミ幼虫の多数つ

いた葉を持ち帰り，飼育ケースに入れ観察を行った．ミヤマ

ツヤセイボウはクワキジラミ幼虫を大顎で手繰り寄せ，体を

丸めて，産卵管を腹側から伸ばし産卵した（図2）．およそ30

分間で合計12個体のクワキジラミ幼虫への産卵行動が観察で

きた．産卵する部位は様々で，頭部と胸部の間，胸部と腹部

の間などに産卵管を刺す様子が見られた．その後，産卵行動

行わなくなってしまったので，観察を終了した． 

 

考  察 

 

Philoctetesは，アリマキバチ亜科のハチ類（以下アリマキバ

チ類）を寄主とすることが知られている（Kimsey & Bohart, 

1991）．今回，アリマキバチ類に対してではなく，クワキジラ

ミに産卵するという，従来の知見と異なる結果が得られた． 

Veenendaal (2011) では，Philoctetesに近縁で，同様にアリマ

キバチ類を寄主とする Pseudomalus のセイボウ類の寄生様式

について考察されており，それによるとアブラムシ類を獲物

とするアリマキバチ類が，Pseudomalusに産卵されたアブラム

シ類を狩り，巣に持ち帰ると，Pseudomalus の幼虫が孵化し，

巣に蓄えられたアブラムシやアリマキバチ類の幼虫を捕食し

て成長すると考えられている． 

今回の観察では，ミヤマツヤセイボウが産卵したところの

みの観察であったため，どのような過程を経て成虫になるの

かは明らかになっていない． 
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クワキジラミを狩るハチ類にはアリマキバチ亜科のオオア

ゴマエダテバチPsenulus anomoneurae (Yasumatsu, 1938) が知

られている（寺山・須田，2016）．そのため，従来の通りミヤ

マツヤセイボウがアリマキバチ類を寄主とするのであれば，

Veenendaal (2011) で考えられたPseudomalusのように，クワキ

ジラミを介してクワキジラミを狩るアリマキバチ類の巣に入

り込み，蓄えられた餌資源やアリマキバチ類の幼虫を餌にし

て成長をする可能性が考えられる． 
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図2．ミヤマツヤセイボウの産卵 

（スケールバーは1mm） 

図1．ミヤマツヤセイボウ♀ 

（スケールバーは1mm） 


